
RT-PCR検査の抗原検査に対する優位性

※ここでは市販の簡易抗原定性検査キットとの比較になります。

（参考）・厚生省HP 無症状者の唾液を用いたPCR検査等について
・厚生省HP SARS-CoV-2 抗原検出用キットの活用に関するガイドライン
・SARS-CoV-2検出検査のRT-qPCR法と抗原定量法の比較
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RT－PCR検査 抗原定性検査

調べるもの ウイルスの遺伝子 ウイルスのたんぱく質

検査実施場所 検査機関に搬送して実施 検体採取場所

所要時間 1時間から1日 15-30分

10～100コピーで検出可能
極めてよい

（使用されている抗体に依存している）

10,000～1,000,000コピーで検出
悪い

（市販携帯型）
感度 RT-PCRの1000分の1～10,000分の1*

判定可能時期 発症前～ 発症後～

無症状 可 適さない

濃厚接触者 可 適さない

陰性証明書 発行可能 不可※

抗原定性より少ない
ウイルス量で検出可能

検出には一定量のウイルスが必要

LOD（検出限界）



抗原検査は、ウイルスのタンパク質を診断するため、感染後に体内で十分量のウイルス増
加後でなければ正確な診断が困難な場合があります。一方、PCR検査は遺伝子レベルで
診断するため、少量のウイルスでも感染でも検出が可能である。その結果、感染初期及び
感染後期の検査で有用性があり、検出可能期間が抗原検査よりも⾧い。

コロナウイルスの感染力と検査の検出可能期間のイメージ模式図
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